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議会費
1億 421万円
議会費
1億 421万円
議会費
1億 421万円
議会費
1億 421万円

総務費
20億 4,115 万円
総務費
20億 4,115 万円
総務費
20億 4,115 万円
総務費
20億 4,115 万円

民生費
37億 3,943 万円
民生費
37億 3,943 万円
民生費
37億 3,943 万円
民生費
37億 3,943 万円

衛生費
7億 752万円
衛生費
7億 752万円
衛生費
7億 752万円
衛生費
7億 752万円農林水産業費

12億 1,027 万円
農林水産業費
12億 1,027 万円
農林水産業費
12億 1,027 万円
農林水産業費
12億 1,027 万円

土木費
7億 6,290 万円
土木費
7億 6,290 万円
土木費
7億 6,290 万円
土木費
7億 6,290 万円

消防費
3億 8,482 万円
消防費
3億 8,482 万円
消防費
3億 8,482 万円
消防費
3億 8,482 万円

教育費
14億 4,025 万円
教育費
14億 4,025 万円
教育費
14億 4,025 万円
教育費
14億 4,025 万円

災害復旧費
5億 320万円
災害復旧費
5億 320万円
災害復旧費
5億 320万円
災害復旧費
5億 320万円

公債費
13億 3,874 万円
公債費
13億 3,874 万円
公債費
13億 3,874 万円
公債費
13億 3,874 万円

商工費
1億 8,731 万円
商工費
1億 8,731 万円

一般会計

124 億
1,980 万円

ふるさと納税促進事業

　八頭町産品を返礼品とするとともに体
験活動も実施され、大幅な増額となった。

１億 6,465 万円

地域おこし協力隊事業

　新規に 2人採用し、合計 8人体制と
なり、地域に根差した活動により地域の
活性化に繋がった。

3,107 万円

124億円余り
　令和 6年度の決算審査では、特別会計を含む約 167 億 6,900 万円余りの支出を
審議しました。そのうち一般会計の支出は 124億 1,980 万円で、当初の予算から 7
億 5,980 万円の増加となりました。

一般会計決算
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移住定住推進事業

　各種空き家改修支援や住宅リフォーム
等に加え、家財道具等の処分費補助の新
設により、住環境整備が支援された。

1,925 万円

野生鳥獣被害防止事業

　捕獲奨励金により、有害鳥獣の捕獲が
促進された。生息頭数は増加傾向にあり、
農業被害を抑制するために今後も事業を
推進していく必要性がある。

5,210 万円

重層的支援体制整備事業

　相談支援専門職を配置し、事業内容の
検討等を行い関係機関との連携による相
談支援体制が構築された。

2,004 万円

森林環境整備事業

　森林経営管理制度に基づく意向調査や
経営管理集積計画が策定された。また、
誕生祝いとはたちの祝いに町産木材品が
贈呈され、木育が促進された。

4,214 万円

放課後児童クラブ運営費

　仕事と家庭の両立支援と児童の健全育
成が図られており、利用者の拡充に繋
がった。

3,226 万円

公園管理費

　八東川水辺プラザ河川公園の使用料は
前年対比 22.9％の減少となったが、公
園の維持管理を行い、生活環境の充実が
図られた。

1,251 万円

空き家対策事業

　管理不全な空き家の除却費用の補助を
８件実施し、周辺の生活環境と安全の保
全が図られた。

1,270 万円

若桜鉄道対策費

　第 3種鉄道事業者として、若桜町と
ともに軌道、車両の維持管理および整備
改良を行い、年間を通して鉄道の安全旅
客輸送が確保された。

1 億 6,017 万円

　八頭町議会では、各事業の目的を明確にし、その妥当性・有効性・効率性
を評価し、次年度以降の事業計画や予算編成に活用していくよう、毎年 10
事業程度を選定し、集中的な審査をしています。

事務事業評価

どう使われたか令和 6 年度
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陳情の審査結果
件　　　　　名 提　出　者 審査結果 理　　　由

ゆたかな学びの実現・教
職員定数改善をはかるた
めの、2026年度政府予算
に係る意見書採択の陳情

鳥取県教職員組合
　東部支部　支部長
　　大黒　晃嗣氏　ほか１名

採　択 　陳情の趣旨を認めた。

「カリキュラム・オーバー
ロード」の改善を求める
意見書採択の陳情

鳥取県教職員組合
　東部支部　支部長
　　大黒　晃嗣氏　ほか１名

不採択

　県教育委員会から本町にも児童生
徒の実態や指導体制に応じた適切な
授業時数の設定、学校行事の精選や
業務の効率化等の対応が求められて
おり、国への意見書提出までは必要
ないと判断したため。

令和６年度　特別会計決算額（主なもの）
項　　目 歳　　入 歳　　出

国民健康保険 18億 5,774 万円 17億 8,782 万円
介護保険 24億 7,482 万円 22億 7,830 万円
宅地造成 320万円 293万円
墓地事業 210万円 47万円

後期高齢者医療 2億 8,050 万円 2億 7,913 万円

令和 6年度公営企業会計
【簡易水道事業会計】 

収益的収入及び支出	 収入� 3 億 6,384 万円
（維持管理に係る収支）	 � （水道料金、一般会計繰入金等）
	 支出� 3 億 5,893 万円
	 � （給水に係る経費、減価償却費等） 

資本的収入及び支出	 収入� 4,689 万円  
（施設建設等に係る収支）	 � （一般会計繰入金、企業債等） 
	 支出� 1 億 3,067 万円
	 � （工事請負費、企業債償還金等） 
※収支不足額は引継現金、当年度損益勘定留保資金で補填。 

【下水道等事業会計】 
収益的収入及び支出	 収入� 9 億 1,888 万円
（維持管理に係る収支）	 � （下水道使用料、一般会計繰入金等）
	 支出� ９億 1,145 万円
	 �（汚水処理に係る経費、減価償却費等） 

   資本的収入及び支出	 収入� 8 億 4,552 万円
（施設建設等に係る収支）	 � （一般会計繰入金、国庫補助金等） 
	 支出� 8 億 4,894 万円
	 � （工事請負費、委託料等） 
※収支不足額は引継現金で補填。 
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灘口委員長

八頭町議会議員定数・報酬の推移

年 定数 報酬 選挙
立候補者

2005 21 人 206,150 円 33人

2009 18 人 206,150 円 19人

2013 16 人 217,000 円 17人

2017 14 人 217,000 円 14人

2021 14 人 217,000 円 21人

2025 14 人 237,000 円 14人

議
員
発
議
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議案等議決結果 議案等議決結果 （第７回定例会）（第７回定例会）

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
結
　
　
果

件　　　　　名

森
　
亜
紀
子

小
原
　
徹
也

尾
島
　
　
勲

田
中
　
俊
光

谷
本
　
正
敏

山
根
張
太
郎

岡
嶋
　
正
広

奥
田
の
ぶ
よ

髙
橋
信
一
郎

矢
部
　
啓
祐

中
原
　
幸
恵

川
西
　
　
聡

灘
口
　
茂
郎

73 ～ 105 八頭町財産区管理委員の選任（その１）～（その３３） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

106 町有財産（土地・建物）の処分（富枝集落公民館） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

107 八頭町集落公民館条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

108 八頭町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

109 八頭町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

110 八頭町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の廃止 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

111 八頭町浄化センター施設条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

112 八頭町農業集落排水施設条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

113 令和７年度八頭町一般会計補正予算（第３号） 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

114 令和７年度八頭町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

115 令和７年度八頭町介護保険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

116 令和７年度八頭町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

117 令和７年度八頭町篠波財産区特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

118 令和７年度八頭町簡易水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

119 令和７年度八頭町下水道等事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

120 令和６年度八頭町一般会計歳入歳出決算の認定 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 認定

121 令和６年度八頭町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 認定

122 令和６年度八頭町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

123 令和６年度八頭町宅地造成特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

124 令和６年度八頭町墓地事業特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

125 令和６年度八頭町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 認定

126 令和６年度八頭町上私都財産区特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 認定

127 令和６年度八頭町市場、覚王寺財産区特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 認定

128 令和６年度八頭町上津黒、下津黒財産区特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 認定

129 令和６年度八頭町篠波財産区特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 認定

130 令和６年度八頭町大江財産区特別会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 認定

131 令和６年度八頭町簡易水道事業会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

132 令和６年度八頭町下水道等事業会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

133 福地谷川災害復旧工事（第４４０号）請負変更契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

陳情第７号
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2026
年度政府予算に係る意見書採択の陳情書 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

陳情第８号
「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択
の陳情書 〇 × × 〇 × × × × × × × 〇 × 不採択

発議第４号
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2026
年度政府予算に係る意見書の提出 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議第５号 議員定数・報酬調査特別委員会の設置 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

※採決は13人（川西議長は除く。）で行う。議案等の採決は賛成「○」、反対「×」で表記。欠席は「○欠」で表記。
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右のQRコードから「各議員の詳しい出欠状況」が、ご覧いただけます。

令和７年度　議会活動（議会・委員会・研修会等）の出欠数一覧
【令和７年６月25日～9月18日】

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

会　　議　　名
議
員
名

森
　
亜
紀
子

小
原
　
徹
也

尾
島
　
　
勲

田
中
　
俊
光

谷
本
　
正
敏

山
根
張
太
郎

岡
嶋
　
正
広

奥
田
の
ぶ
よ

髙
橋
信
一
郎

矢
部
　
啓
祐

中
原
　
幸
恵

川
西
　
　
聡

灘
口
　
茂
郎

川
西
美
恵
子

鳥取県町村議会広報研修会（７/25 三朝町） 出 1 1 1 1 1 1 1
欠

総務教育常任委員会県外研修（７/30 京都府精華町） 出 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1
欠 ①

産業福祉常任委員会町内研修（８/６ 船岡保育所） 出 1 1 1 1 1 1 1
欠

鳥取県町村議会女性議員研修会（８/４ 湯梨浜町） 出 1 1 1 1
欠

全国町村議会広報研修会（８/28 東京都） 出 1 1 1
欠

全国市町村国際文化研修所研修
（７/28、７/29、８/７、８/８ 滋賀県）

出 2 2 2
欠

議会モニター会議（８/29） 出 1 1 1 1 1 1 1 1 1
欠

第７回定例会、会期は14日間
（９/５～９/18）※本会議は４日間

出 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
欠 ①病

議会運営委員会（５回） 出 5 5 5 5 5 5
欠

総務教育常任委員会（３回） 出 3 3 3 3 3 3 3
欠

産業福祉常任委員会（３回） 出 3 3 3 3 3 3 3
欠

予算決算常任委員会（３回） 出 3 0 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
欠 ③病

全員協議会（６回） 出 6 2 6 6 5 6 6 6 5 6 6 6 6 6
欠 ④病 ① ①

議会広報委員会（６回） 出 6 6 6 6 6 6 6
欠

議会報告委員会（４回）
出 0 4 4 4 4 1 3

欠 ②
②病 ③ ①公

議会意見交換会（１～８回） 出 1 0 7 7 1 7 1 7 8 1 1
欠 ⑤

議会DX委員会（２回） 出 2 2 2 2 2
欠

議会活動（出席依頼等） 出 1 1 1 2 5 16
欠

出席数 日 36 8 36 31 27 35 26 37 27 37 31 26 33 39

欠席数 日 0 ⑧ 0 0 ① 0 0 0 ① 0 0 ③ 0 0
議会活動合計 日 36 16 36 31 28 35 26 37 28 37 31 29 33 39

（遅刻・早退数） 日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
※出席率（出席数/議会活動合計） ％ 100 50 100 100 96 100 100 100 96 100 100 90 100 100

公務欠席数 日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ①
病気欠席数 日 0 ⑩ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

【全体（令和7年4月24日～9月18日）】
出席数 日 81 22 79 73 52 72 58 82 53 82 59 52 76 90
欠席数 日 0 ⑲ 0 0 ② 0 0 0 ② 0 0 ③ 0 0

議会活動合計 日 81 41 79 73 54 72 58 82 55 82 59 55 76 90
（遅刻・早退数） 日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ① 0 0

※出席率（出席数/議会活動合計） ％ 100 54 100 100 96 100 100 100 96 100 100 95 100 100
公務欠席数 日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ①
病気欠席数 日 0 ⑪ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※公は兼務の公務による欠席　※病は診断書に基づく病気欠席　※出席率は小数点1位を四捨五入した。　※遅刻・早退は出席数に含む。

※第6回臨時会終了後から第7回定例会終了まで
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出席議員 　 矢部、田中、奥田、髙橋、川西聡、川西美、（オブザーバー参加）：森、山根、岡嶋、
中原

京都府精華町 　 　平成 28年に全国町村議長会の「特別表彰」を受賞され、町議会でも会派制を設け、
政策提言力や議員個人の能力を高める取組を視察したもの

所　　感
○ 　精華町の議会及び議員の活動原則は「通年議会」であった。メリッ
トは十分時間をかけて審議出来ることであった。本町では専決処分
はほとんどないので通年議会と変わらない。スケジュールは組みや
すいと感じた。

○ 　討議して出された結論を、具体的な政策提言書として町長に提出
すること、それを議会だよりで町民の皆さまへお知らせすること
で、議会が活性化するように感じた。
総　　括

　精華町の特徴的な取組に対して、議員個々の意見があり、八頭町議
会でも取り入れるかどうか賛否もあったが、いずれにせよ町民のため
に取り組んでいる開かれた住民参加型の議会を目指す方向は共有で
きた。 

出席議員 　　森、山根、尾島、谷本、岡嶋、中原、灘口
船岡保育所 　　米飯給食の現状を視察した。　
お米の調達 　　八頭町内の事業所から米を購入している。
子どもたちの反応 　 　炊き込みご飯などの味付きごはんは食べるのが早く、喜んで食べている。
保護者の反応 　 　夏場は、ごはんが腐るのではないかなど心配だったが米飯給食になって安心している。

　ごはんを準備する負担が減り、ありがたい。
所　　感

○ 　子どもたちが給食に関心を寄せ、教育的にも食育の効果が見られた。
○ 　アレルギーの対策や異物混入防止など安全管理に細心の注意が注がれていた。町内保育の現状を知る
ことができた。

○ 　米飯給食のほか、保育業務支援システム
を活用し、保護者との情報共有や、登降園
管理が行われており、今後も有効に活用し
ていただきたい。

○ 　これから、米を含む食材の価格高騰が懸
念されるが、安全な給食の提供により子ど
もたちが町内産食材で健やかに成長してほ
しい。

議会運営の先進地 議会運営の先進地 を視察を視察

保育所の完全給食の様子保育所の完全給食の様子を視察を視察

総務教育常任委員会

産業福祉常任委員会

2025 年７月 30日実施

2025年８月６日実施
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ぎかいのうごき
� 6月�24日 議会運営委員会

� �26日 議会広報委員会

� �30日 郡家西小学校議会見学　　　　　　　

� 7月� 1日

議会報告委員会、議会広報委員会、産業福祉常任委

員会、全員協議会、予算決算常任委員会

第75回社会を明るくする運動街頭啓発活動

東部広域構成議会議長会懇談会（鳥取市）　　　

� � 3日
議会意見交換会（中私都まちづくり委員会）

議会広報委員会

� � 7日 議会広報委員会

� � 8日
議会意見交換会（丹比まちづくり委員会、八東まち

づくり委員会、小中学校ＰＴＡ連絡協議会）

� � 9日 議会広報委員会

� �10日
議会意見交換会（東郡家地区まちづくり委員会、

観光協会、商工会、上私都まちづくり委員会）

� �11日
鳥取県町村議会議長会定期総会（米子市）

２０２５年原水爆禁止国民平和大行進

� �12日 八東ふるさとの森まつり

� �14日 津山智頭八東線道路整備促進期成会総会（智頭町）

� �15日
議会意見交換会（老人クラブ連合会、男女共同参画

推進会議）

� �17日
議会ＤＸ会議、議会意見交換会（大門の農地を守る会）

令和７年度智頭線利用促進協議会総会（智頭町）

� �22日
議会意見交換会（身体障害者福祉協会、心身障害児

（者）保護者育成会、家族会、女性団体連絡協議会）

� �24日 議会意見交換会（民生児童委員会協議会）

� �25日 鳥取県町村議会広報研修会（三朝町）

� �26日 八東解放文化祭

28～29日 全国市町村国際文化研修所研修（滋賀県）　　　　

� �29日 議会報告委員会

� �30日 総務教育常任委員会視察（京都府精華町）

� �31日 第４１回鳥取県反核・平和の火リレー

� 8月� 1日 議会意見交換会（船岡まちづくり委員会）

� � 2日 第２６回八頭カップ少年野球交流大会

� � 4日 令和７年度鳥取県町村議会女性議員研修会　

� � 5日 全員協議会

� � 6日 産業福祉常任委員会町内視察（船岡保育所）

� � 7日 全国市町村国際文化研修所研修（滋賀県）

� �10日 第１５回隼駅まつり

� �12日 議会意見交換会（農業委員会）

� �19日

議会運営委員会

小学生議会見学

民生委員推選会

20～21日
東部広域行政管理組合議会管外視察（岡山県倉敷市・

岡山市）

� �21日 議会報告会

� �22日
議会運営委員会

総務教育常任委員会、産業福祉常任委員会

� �23日
令和７年度八頭町身障協会・育成会・家族会合同体

育大会

� �23日 第１９回八頭町きらめき祭り

� �25日 令和７年度八頭町表彰審査委員会

� �27日 総務教育常任委員会

� �28日 町村議会広報研修会（東京）　　　　　

� �29日

議会報告会、議会広報委員会、議会DX委員会、

全員協議会

議会モニター会議

� 9月� 5日

第７回八頭町議会定例会（第１日目）

総務教育常任委員会

産業福祉常任委員会

� � 6日 八頭中学校運動会

� � 8日 予算決算常任委員会

� � 9日 予算決算常任委員会

� �10日
全員協議会（連合審査）

全員協議会

� �11日 第７回八頭町議会定例会（第２日目）

� �12日 第７回八頭町議会定例会（第３日目）

� �16日
議会運営委員会

全員協議会

� �18日
第７回八頭町議会定例会（第４日目）

議会運営委員会

令和７年
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議会モニター会議を開催しました （8/29）

いただいたご意見と議会の対応

議会報告会を開催します （11/29）
日　時  11月 29日　午後６時～
場　所  �船岡庁舎２階　第1、2会議室

日　時 　8月 29日　午後7時～午後8時 30分

場　所 　船岡庁舎委員会室

出席者 　議会モニター6人
　　　　　　議員　9人
　　　　　　�（議長、副議長、各委員長、副委員長）

　会議では、ほかにもたくさんのご意見
をいただきました。議会全体で共有し、
より身近に感じられる開かれた議会にす
るよう努めてまいりたいと思います。貴
重なご意見ありがとうございました。

①�タブレット使用に対して

・�全議員がタブレットを使用
すべきである。
・�郵送代、紙代など経費を削
減すべきである。
議会対応
　DXを推進していることか
ら再度全議員に使用していく
よう働きかけます。

②�議会活動の出席率に
ついて

・�欠席が多い議員があるが、
議会活動に問題はないのか。
・�同じ報酬が支払われてい
るのか。
議会対応
　欠席が多い議員に対し
ては出席するよう促しま
す。

③�町内イベント参加につ
いて

・�町内で行われている各種
行事やイベントに議員も
参加して欲しい。

議会対応
　可能な限り積極的に参
加を促します。

　議会の活動状況の報告や、各種団体
の意見、要望に対する回答などを報告
させていただきます。

どなたでも参加していただけます
ので、多くの方のご参加をお待ち
しています。

昨年の様子
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ここが聞きたい
一 般 質 問

10人が
一般質問
しました。

QRコードを読み
込むと、YouTube
動画でご視聴いた
だけます

　議員が行政全般にわたり、町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将
来に対する方針などについて質問することをいいます。
　議員 1人当たりの質問時間は 30分です。（執行部側の答弁は時間に含まれま
せん。）。
　議会だよりに掲載している内容は、質問者自身が要約し、広報委員会が校正
したものです。
　議事録は、議会ホームページのほか、議会事務局、各庁舎、図書館でもご覧
いただけます。

一般質問とは

質 問 者 質　問　事　項 頁

岡嶋　正広
農業振興施策

12
林業振興施策

矢部　啓祐
八頭町キャッシュレス決済導入事業　

13
立地適正化計画の策定

奥田のぶよ
小中校生の通学

14
文化財保存活用地域計画

田中　俊光
農業振興

15
商工業振興　

小原　徹也 義務教育からおよぶ社会 16

山根張太郎 魅力ある住んでみたいまちづくり 17

川西　　聡
ゼロカーボン及びカーボンニュートラル対策

18
補聴器購入時の助成　

森　亜紀子
公共施設等　　

19
孤独、孤立対策

中原　幸恵 難聴者支援 20

尾島　　勲 防災減災の手段、及び発災時以降の対応 21
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手入れされた森林資源　大江地内

農業振興施策

農
業
の
将
来
像
は

町
長
／
次
の
世
代
へ
と
継
承
し
続
け

る
持
続
可
能
な
農
業
だ

質
問

　

小
中
学
校
で
の
森
林
環
境
教
育
の
取
り

組
み
状
況
に
つい
て
伺
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

小
学
校
５
年
生
で
森
林
の
働
き
、
森
林

資
源
の
活
用
を
学
習
し
て
い
る
。

　

中
学
１
年
生
で
環
境
保
全
と
産
業
の

振
興
の
両
面
か
ら
学
習
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
夏
場
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学

・
坂
町
集
落
内
の
排
水
路
整
備

質
問

　

本
町
の
森
林
及
び
林
業
の
現
状
と
課

題
を
ど
う
捉
え
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

森
林
整
備
及
び
林
業
経
営
が
順
調
に

推
移
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
森
林
整

備
の
遅
れ
や
林
業
従
事
者
の
確
保
、
木
材

の
利
用
促
進
等
関
係
者
と
連
携
し
解
決

に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

質
問

　

山
林
を
守
る
地
域
団
体
等
への
支
援
策

及
び
林
業
就
業
者
・
技
術
者
の
育
成
支
援

に
つい
て
の
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

林
道
の
草
刈
と
か
、
側
溝
・
路
面
の
清

掃
は
集
落
と
委
託
契
約
を
締
結
し
、
作

業
を
行
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
育
成
支

援
に
つ
い
て
は
担
い
手
育
成
補
助
金
を
支

給
し
て
い
る
。

林業振興施策

森
林
・
林
業
の
課
題
は

町
長
／
従
事
者
の
確
保
と
利
用
促
進
に

取
り
組
み
た
い

次
の
世
代
へ
と
継
承
し
続
け

岡嶋　正広 議員

質
問

　

本
町
の
農
業
の
将
来
像
を
ど
う
描
い

て
い
る
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

農
業
は
食
料
を
生
産
し
、
食
は
私
達

の
体
を
構
成
し
健
康
を
維
持
す
る
上
で

極
め
て
重
要
な
産
業
だ
。
魅
力
あ
る
農

業
、
も
う
か
る
農
業
と
な
る
よ
う
明
る

い
展
望
を
切
り
開
く
と
と
も
に
、
農
地
・

農
業
基
盤
な
ど
の
地
域
資
源
を
次
の
世

代
へ
と
継
承
し
続
け
る
持
続
可
能
な
農

業
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問

　

水
田
農
業
は

①
ス
マ
ー
ト
農
業
の
振
興
は
、
農
業
団

体
及
び
大
規
模
農
業
者
向
け
の
施
策
で

あ
っ
て
小
規
模
農
家
向
け
の
施
策
に
な

ら
な
い
と
思
う
が
。

②
水
不
足
に
対
す
る
今
後
の
対
応
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
交
付
金

は
ス
マ
ー
ト
農
業
加
算
が
新
設
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
て
支
援
体
制
を

設
け
営
農
継
続
を
支
え
た
い
。

②
県
で
は
ポ
ン
プ
の
リ
ー
ス
や
購
入
費
用

等
を
補
助
す
る
渇
水
対
策
緊
急
事
業
を

創
設
し
、
本
町
で
も
本
事
業
を
活
用
し

負
担
軽
減
に
努
め
た
い
。

　

恒
常
的
に
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
、
そ

の
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
考
え
た
い
。

質
問

　

果
樹
農
家
の
育
成
は

①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
事
業
の

現
状
は
。

②
今
後
の
展
望
と
課
題
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
令
和
６
年
10
月
か
ら
1
期
生
1
名
、

本
年
度
10
月
か
ら
2
期
生
1
名
が
準
備

を
進
め
て
い
る
。

②
優
良
果
樹
園
の
確
保
と
、
苗
木
植
栽

の
為
の
農
地
の
確
保
が
重
要
だ
。
有
用

な
農
地
確
保
に
努
め
た
い
。
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キャッシュレス決済

買
物
を
す
る
事
で
地
域
に

繋
が
る
仕
組
み
づ
く
り
を

町
長
／
考
え
て
い
く
こ
と
は

可
能
だ
と
思
う

矢部　啓祐 議員

質
問

①
今
年
度
の
主
要
事
業
に
も
挙
げ
ら
れ

て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入

事
業
の
現
在
の
進
捗
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
﹁
他
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
の

違
い
を
明
確
化
す
る
こ
と
﹂
と
﹁
住
民

意
識
の
醸
成
﹂
が
重
要
と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
令
和
５
年
12
月
か
ら
先
進
地
域
の
視

察
を
行
っ
た
。
本
年
度
は
６
月
に
準
備

協
議
会
を
発
足
し
、
８
月
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
の
方
向
性
を
デ
ジ

タ
ル
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
進
め
る
よ

う
決
定
し
た
。
実
証
期
間
を
経
て
、
導

入
に
向
け
、
関
係
機
関
と
調
整
し
て
い

く
。

②
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
整

備
後
も
事
業
者
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
持
続
可
能
な
利
用
形
態
と
し
た
い
。

準
備
協
議
会
の
加
盟
団
体
だ
け
で
な

く
、
各
地
域
で
出
前
説
明
会
等
を
開
催

す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

質
問

　

買
物
を
す
る
度
に
地
域
に
つ
な
が
る

仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。
例
え
ば
事
業

者
利
用
額
（
決
済
手
数
料
）
の
一
部
を

還
元
し
、
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

す
る
資
金
に
つ
な
が
る
等
、
北
海
道

の
江
差
町
で
は
事
業
者
利
用
額
の
０
.

２
％
を
町
に
還
元
し
、
地
域
住
民
に

必
要
な
機
能
を
提
供
す
る
仕
組
み
が
あ

る
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ま
ず
は
説
明
会
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
中
で
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
も
、

考
え
て
い
く
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。

質
問

①
本
年
度
か
ら
３
年
間
で
策
定
を
進
め

る
計
画
だ
が
、
今
後
の
展
望
と
時
間
軸

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
。

②
町
の
総
合
計
画
や
総
合
戦
略
な
ど
の

各
種
計
画
と
の
融
合
は
。

③
人
口
５
万
人
未
満
の
自
治
体
の
全
国

的
な
傾
向
で
あ
る

﹁
人
員
体
制
が
十
分
で
は
な
い
﹂

﹁
住
民
意
識
の
醸
成
が
十
分
で
な
い
﹂

﹁
予
算
が
十
分
で
は
な
い
﹂

懸
念
点
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

吉
田
町
長

①
Ｒ
７
年
度
は
、
計
画
の
検
討
準
備
と

し
て
、
必
要
な
資
料
収
集
と
将
来
居
住

誘
導
区
域
の
検
討
を
行
う
。
Ｒ
８
年
度

は
素
案
策
定
に
取
り
掛
か
り
、
関
連
計

画
の
整
理
、
現
状
分
析
・
課
題
整
理
、

基
本
的
な
方
針
の
検
討
な
ど
を
行
う
。

Ｒ
９
年
度
は
、
誘
導
施
策
の
検
討
、
防

災
指
針
、
各
種
会
議
、
住
民
意
見
の
聴

収
を
行
い
、
策
定
す
る
予
定
だ
。

②
各
種
計
画
、
施
設
の
在
り
方
な
ど
整

立地適正化計画

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
構
想
を

町
長
／
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
施
設
の

調
整
が
課
題
だ合

性
を
図
っ
て
い
く
。

③
人
員
体
制
は
、
役
場
内
で
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
の
編
成
を
念
頭
に
お
き
な
が

ら
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用
す
る
。

各
種
会
議
、
意
見
の
聴
取
・
説
明
で
の

対
応
で
住
民
意
識
の
醸
成
を
図
る
。
予

算
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
十
分

な
措
置
を
お
願
い
し
て
い
る
。

質
問

　

八
東
・
船
岡
・
郡
家
な
ど
の
分
散
配

置
の
複
数
拠
点
を
軸
に
考
え
る
﹁
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
﹂
を

中
心
に
考
え
て
み
て
は
。

答
弁

吉
田
町
長

　

都
市
計
画
区
域
を
基
本
に
考
え
る
の

が
、
今
回
の
立
地
適
正
化
計
画
だ
。
計

画
の
基
幹
区
域
は
河
原
も
入
っ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
施
設
を
ど
う
調

整
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

北海道の江差町の取組
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質
問

①
各
集
落
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
通
学
路
に

関
し
て
の
要
望
は
。

②
郡
家
部
落
内
の
町
道
は
通
学
路
で

ゾ
ー
ン
30
等
の
対
策
を
考
え
な
い
か
。

③
通
学
や
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
は
。

④
通
学
時
の
不
審
者
や
鳥
獣
対
策
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
関
係
機
関
か
ら
な
る
八
頭
町
通
学
路

安
全
推
進
会
議
を
年
2
回
開
催
し
危
険

個
所
等
の
点
検
等
を
確
認
し
て
い
る
。

②
郡
家
集
落
内
な
ど
、
主
な
通
学
路
は

制
限
速
度
を
30
km
と
な
っ
て
い
る
。
通

行
す
る
行
為
に
対
す
る
抑
制
等
の
安
全

対
策
も
あ
り
、
ゾ
ー
ン
30
に
こ
だ
わ
る

必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

③
積
極
的
な
水
分
補
給
、
帽
子
の
着
用

な
ど
指
導
し
て
い
る
。
暑
さ
が
厳
し
く

な
り
日
傘
の
使
用
は
検
討
課
題
だ
。

④
小
学
校
で
は
﹁
き
ょ
う
は
イ
カ
の
お

す
し
﹂
と
い
う
言
葉
を
共
通
し
て
指
導

質
問

　

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
は
各
市

町
村
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
目
標

や
取
組
の
具
体
的
な
内
容
を
記
載
し

た
、
文
化
財
の
保
存
活
用
に
関
す
る
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
兼
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

だ
。
本
町
で
も
取
り
入
れ
て
み
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

平
成
30
年
度
に
制
度
が
創
設
さ
れ
、

全
国
は
12
％
の
作
成
状
況
だ
。
県
内
は

3
市
町
だ
。
現
在
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
て
い
る
。
作
成
自
治
体
の
意
見
は
、

一
貫
し
た
文
化
財
活
用
の
施
策
が
実
施

で
き
と
あ
る
一
方
、
事
務
負
担
が
過
重

で
あ
る
と
い
う
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
指

摘
す
る
声
や
、
柔
軟
な
対
応
が
で
き
な

い
と
あ
り
、
作
成
は
負
担
が
大
き
い
側

面
も
あ
り
、
本
町
は
ま
だ
検
討
中
だ
。

質
問

　

こ
の
計
画
は
保
存
と
活
用
が
入
っ
て

い
る
。
文
化
財
を
活
用
し
地
域
の
観
光

資
源
と
す
る
。
ま
ち
お
こ
し
や
地
域
コ

小中学生の通学

文化財保存活用

自
転
車
か
ら
バ
ス
に
通
学
方

法
を
変
更
で
き
る
の
か

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
を

取
り
入
れ
て
は

教
育
長
／
6
キ
ロ
の

線
引
き
が
あ
り
難
し
い

町
長
／
作
成
は
負
担
が
大
き
い
側
面
も
あ
り

ま
だ
検
討
中
だ

し
て
い
る
。

　

鳥
獣
対
策
は
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た

対
処
方
法
を
指
導
し
て
い
る
。

質
問

　

熱
中
症
対
策
で
自
転
車
か
ら
バ
ス
に

通
学
方
法
を
変
更
で
き
る
か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

6
キ
ロ
の
線
引
き
が
あ
り
難
し
い
。

少
し
時
間
が
欲
し
い
。

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
携
強
化
な
ど
が
期
待

で
き
る
と
思
う
が
。
残
さ
な
い
と
消
え

る
も
の
も
あ
る
。
20
周
年
を
迎
え
る
に

当
り
作
成
を
考
え
て
み
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

計
画
策
定
は
地
域
の
活
性
化
や
観
光

に
つ
な
げ
る
と
い
う
こ
と
が
目
標
に
あ

る
が
、
専
門
的
な
見
地
が
必
要
だ
。

　

様
々
な
意
見
を
伺
い
な
が
ら
教
育
委

員
会
と
話
を
し
て
み
た
い
。

奥田 のぶよ 議員

安藤伊右衛門碑

郡家集落の通学路
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トレーニングファームの研修の様子

農業振興

果
樹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

フ
ァ
ー
ム
の
進
捗
状
況
は

町
長
／
就
農
研
修
生
を
昨
秋
か
ら

確
保
育
成
中
だ

田中　俊光 議員

質
問

　

今
年
の
果
樹
は
早
い
梅
雨
明
け
も

あ
っ
て
高
温
少
雨
に
よ
る
小
玉
傾
向
だ

と
選
果
場
関
係
者
か
ら
聞
い
て
い
る

が
、
こ
れ
に
対
す
る
町
と
し
て
の
施
策

は
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

県
と
連
携
し
て
、
渇
水
対
策
緊
急
事

業
と
し
て
生
産
者
が
新
し
く
購
入
さ
れ

た
給
水
ポ
ン
プ
等
の
購
入
費
用
等
に
補

助
し
た
い
と
思
う
。

質
問

　

昨
年
10
月
に
開
講
し
た
八
頭
町
果
樹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

農
業
公
社
を
中
心
と
し
た
研
修
期
間

と
し
て
昨
年
１
名
を
人
材
確
保
育
成
中

で
、
梨
と
柿
の
栽
培
技
術
を
研
修
中
だ
。

本
年
も
１
名
を
人
材
確
保
し
た
。

質
問

　

八
東
地
区
に
住
み
梨
を
中
心
に
八
東

の
生
産
者
に
指
導
を
受
け
て
い
る
た

め
、
花
御
所
柿
の
指
導
は
受
け
て
い
な

い
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
1
名

ず
つ
の
人
材
確
保
と
い
う
の
は
少
な
く

は
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

決
し
て
１
名
ず
つ
で
い
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
来
年
以
降
２
名
、
３
名
の

人
材
確
保
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
花

御
所
柿
の
栽
培
研
修
に
も
広
が
る
と
期

待
し
て
い
る
。

質
問

　

今
年
６
月
20
日
に
郡
家
部
落
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
郡
家
駅
南
側
と
駅
北
側
を

結
ぶ
自
由
通
路
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い

て
だ
が
、
１
，７
０
０
名
余
り
の
署
名
が

あ
っ
た
と
聞
い
た
。
郡
家
駅
北
側
の
開

発
と
あ
わ
せ
て
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
弁

吉
田
町
長

　

郡
家
駅
周
辺
の
開
発
に
関
し
て
は
、

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
内
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。
令
和
７
年
度
か
ら
３
年

間
で
策
定
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
、

持
続
可
能
な
都
市
構
造
を
目
指
す
も
の

だ
。
自
由
通
路
も
、
こ
の
計
画
の
中
で

検
討
し
た
い
。

質
問

　

自
由
通
路
が
で
き
れ
ば
郡
家
駅
北
側

に
八
頭
高
生
が
列
車
の
待
ち
時
間
等
に

利
用
で
き
る
図
書
館
を
と
の
要
望
も
あ

る
と
郡
家
部
落
長
か
ら
聞
い
て
い
る
が
、

町
長
の
所
見
は
。

商工業振興

郡
家
駅
北
側
へ
の
自
由
通
路
は

実
現
可
能
か

町
長
／
立
地
適
正
化
計
画
策
定
内
で

検
討
し
た
い

答
弁

吉
田
町
長

　

こ
れ
も
立
地
適
正
化
の
計
画
に
関
連

す
る
こ
と
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
こ
れ

か
ら
だ
。

質
問

　

郡
家
駅
へ
の
交
通
手
段
と
し
て
や
ず

バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
に
関
し
て
、
堀
越

か
ら
門
尾
、
下
門
尾
、
賀
茂
町
へ
と
つ

な
が
る
バ
ス
路
線
の
新
設
は
出
来
な
い

か
。

答
弁

吉
田
町
長

　

現
在
の
運
転
手
不
足
の
状
況
で
は
難

し
い
。
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
八
東
地

域
を
拠
点
と
し
た
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実

験
を
経
て
ど
う
い
っ
た
形
が
い
い
の
か

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。
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質
問

　

社
会
や
家
庭
で
は
﹁
勉
強
を
し
て
、

い
い
学
校
に
行
か
な
い
と
い
い
会
社
に

就
職
で
き
な
い
﹂
と
無
意
識
に
教
育
現

場
や
家
庭
で
言
わ
れ
て
き
た
。

　

今
の
社
会
の
現
状
は
、﹁
教
育
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

一
般
的
に
、
就
職
に
お
い
て
大
企
業

な
ど
で
は
、
学
力
を
重
視
す
る
傾
向
に

あ
り
、
親
は
子
供
の
将
来
を
考
え
、
そ

の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思

う
。

　

こ
の
こ
と
が
受
験
戦
争
を
劇
化
さ

せ
、
子
供
た
ち
に
過
度
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
与
え
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス

を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
と
思

う
。

質
問

　

日
本
に
は
、
昔
か
ら
﹁
修
身
教
育

道
徳
教
育
の
教
え
が
あ
る
。
修
身
で
は
、

忠
孝
仁
義
や
目
上
を
敬
う
親
孝
行
・
友

義務教育から
及ぶ社会

今
の
社
会
の
現
状
は

教
育
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

町
長
／
一
般
的
に
学
力
を
重
視
す
る

傾
向
に
あ
る

情
な
ど
。
道
徳
と
は
、友
情
・
公
正
公
平
・

誠
実
と
あ
る
。

　

し
か
し
学
校
指
導
要
領
で
は
、
人
間

と
し
て
の
在
り
方
よ
り
﹁
知
識
・
技
能
・

思
考
力
・
表
現
力
学
び
に
向
か
う
力
﹂

を
教
え
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
る
。

　

今
、
日
本
で
は
教
育
と
勉
強
が
混
同

し
た
結
果
、
５
教
科
学
習
が
教
育
に

な
っ
て
い
る
。

　

教
育
と
は
何
か
、
何
が
起
き
て
い
る

の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

本
町
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
を
取
り

残
さ
な
い
よ
う
に
児
童
生
徒
に
寄
り

添
っ
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

　

い
い
学
校
（
高
校
・
大
学
）
に
行
か

な
け
れ
ば
、
い
い
会
社
に
就
職
で
き
な

い
と
無
意
識
に
子
供
に
言
う
こ
と
が
、

社
会
に
ど
う
い
う
影
響
や
結
果
を
生
じ

さ
せ
て
い
る
の
か
。
そ
の
認
識
は
。

小原　徹也 議員

答
弁　

吉
田
町
長

　

高
学
歴
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も

社
会
的
に
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
と
考

え
る
。

　

高
い
学
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
希
望
す
る
職
業
に
就
く
選
択

肢
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

質
問

　

報
道
調
査
で
は
、
大
学
を
卒
業
後
は

経
営
者
に
な
り
た
い
と
答
え
る
方
が
多

い
。

　

社
会
で
は
、
在
宅
で
仕
事
が
で
き
る

環
境
整
備
が
整
え
ら
れ
、
パ
ソ
コ
ン
の

キ
ー
ボ
ー
ド
を
た
た
い
て
仕
事
を
す
る

方
が
増
え
、
汗
を
か
く
現
場
労
働
よ
り
、

机
の
上
で
指
示
す
る
側
を
目
指
す
方
が

増
え
る
こ
と
で
危
惧
さ
れ
る
こ
と
は
何

か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

社
会
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
と
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
、
ま
た
経
営
者

と
従
業
員
な
ど
、
様
々
な
職
種
や
雇
用

体
系
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お

り
、
機
械
や
ロ
ボ
ッ
ト
・
人
工
知
能
な

ど
の
進
化
に
よ
り
、
仕
事
の
在
り
方
も

変
化
す
る
な
か
で
Ａ
Ｉ
等
が
行
う
こ
と

に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
ら
な
い
よ
う

な
社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。

福澤諭吉の学問のすゝめ
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質
問

　

新
庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

昨
年
度
、
職
員
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
庁
舎
に
必

要
な
機
能
や
設
備
を
整
理
し
、
そ
の
報

告
を
基
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。
検
討

内
容
は
鳥
取
県
と
も
共
有
し
、
事
務
レ

ベ
ル
で
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
現
状
に

お
い
て
県
は
、
八
頭
町
の
意
向
と
八
頭

庁
舎
の
耐
用
年
数
等
を
考
慮
し
、
建
て

替
え
等
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
判
断
す

る
と
伺
っ
て
い
る
。
今
後
も
県
と
出
来

得
る
調
整
を
行
い
、
庁
舎
建
設
を
前
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

新
庁
舎
に
仮
に
行
く
と
す
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
規
模
な
の
か
。
ま
た
、
防
災

機
能
の
今
の
段
階
で
分
か
る
内
容
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
い
ろ
い
ろ

お
げ
駅
前
店
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
周

辺
に
医
療
関
連
の
新
店
舗
が
で
き
て
い

る
。
今
後
、
郡
家
駅
を
含
む
地
域
を
ど

の
よ
う
な
形
に
し
て
い
く
か
は
、
今
年

度
か
ら
３
年
間
か
け
て
策
定
す
る
立
地

適
正
化
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
予

定
だ
。

質
問

　

全
国
的
に
も
駅
を
中
心
に
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
は
進
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
町
民
の
利
便
性
を
考
え
た

と
き
に
、
今
一
度
、
郡
家
駅
を
中
心
に

し
た
複
合
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、
所

見
を
伺
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

実
は
新
庁
舎
に
も
複
合
施
設
を
つ
け

て
は
ど
う
だ
と
い
っ
た
意
見
も
あ
る
。

　

駅
や
駅
裏
で
そ
う
い
っ
た
施
設
を
す

る
の
か
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
話
だ
。

商
圏
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
国
道
29
号

線
を
中
心
に
そ
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
辺
り
と
の
兼
ね
合
い

も
出
て
く
る
と
思
う
。

質
問

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
本
町
の
移

住
・
定
住
対
策
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

本
町
の
社
会
増
減
は
、
お
お
む
ね
毎

魅力ある
まちづくり

郡
家
駅
を
含
む
地
域
に
複
合
施
設

を
新
設
し
て
は

町
長
／
立
地
適
正
化
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
く
予
定
だ

と
機
能
に
つ
い
て
必
要
な
検
討
を
し
て

い
る
。
防
災
機
能
は
無
論
入
っ
て
い
る

が
。
そ
の
機
能
・
内
容
は
、
防
災
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関
係
、
窓
口
、
行
政
事

務
の
関
係
、
住
民
活
動
、
建
物
の
構
造
、

そ
の
他
、
支
所
で
あ
っ
た
り
、
議
会
関

係
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
等
を
話
し
合
っ
て

い
る
が
、
規
模
の
話
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
こ
う
い
っ
た
も
の
が
ま
と
ま
っ
て

く
れ
、
規
模
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
く

と
思
う
。

質
問

　

郡
家
駅
を
含
む
地
域
に
、
福
祉
の
ま

ち
に
ふ
さ
わ
し
い
複
合
施
設
を
新
設
し

て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

郡
家
駅
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
３

月
、
現
在
の
ぷ
ら
っ
と
ぴ
あ
に
改
築
さ

れ
た
も
の
の
、
周
辺
の
大
規
模
開
発
等

に
至
っ
て
い
な
い
が
、
本
年
７
月
末
に

は
郡
家
駅
前
に
内
科
・
胃
腸
内
科
の
こ

お
げ
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
大
村
薬
局
こ

年
１
０
０
人
程
度
の
減
少
と
い
う
状
況

だ
。
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
町
内
に
は

空
き
家
が
増
え
つ
つ
あ
る
中
で
、
本
町

で
は
空
き
家
活
用
等
に
よ
る
移
住
・
定

住
促
進
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
一
般
社

団
法
人
Ｙ
Ｙ
Ｐ
が
運
営
す
る
空
き
家
バ

ン
ク
等
を
通
じ
て
、
就
業
・
就
農
支
援

等
と
一
体
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
﹁
第
一
期
八
頭
町
総
合
戦
略
﹂
取
組

前
に
は
４
９
４
人
い
た
転
出
者
は
徐
々

に
減
少
し
て
き
て
お
り
、
昨
年
度
は
３

６
５
人
で
あ
っ
た
の
で
、
転
出
者
と
転

入
者
数
も
少
し
づ
つ
拮
抗
し
て
き
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
今
後
も
、
こ
う
し
て

取
組
を
は
じ
め
、
子
育
て
施
策
の
充
実

に
よ
り
、
町
内
定
住
と
移
住
の
促
進
を

図
っ
て
行
き
た
い
。

開発の進む郡家駅前

郡
家
駅
を
含
む
地
域
に
複
合
施
設

立
地
適
正
化
計
画
の
中
で

山根張太郎 議員
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質
問

①
第
４
期
八
頭
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
（
令
和
５
年
３
月
策
定
）
の
主

な
取
組
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

②
Ｃ
Ｏ
２
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
﹁
カ
ー

ボ
ン
ゼ
ロ
宣
言
﹂
へ
の
所
見
を
問
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
や
電
気
等
の
使

用
量
の
削
減
。

　

紙
・
水
道
等
の
使
用
量
や
可
燃
物
の

排
出
量
削
減
。
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
。

グ
リ
ー
ン
購
入
の
推
進
や
照
明
器
具
の

取
替
え
実
施
。

　

町
内
各
施
設
へ
の
可
燃
物
処
理
施
設

か
ら
発
電
さ
れ
る
余
剰
電
力
の
切
替
え

実
施
。

　

以
上
が
取
組
の
内
容
だ
。

②
右
記
計
画
の
取
組
の
進
捗
状
況
の
点

検
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

②
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
宣
言
を
し
た
自
治
体

の
数
は
、
令
和
４
年
６
月
定
例
会
で
質

問
し
た
時
に
は
約
７
０
０
だ
っ
た
が
、

CＯ２排出対策

カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
宣
言
を

す
る
べ
き
で
は

町
長
／
本
町
の
実
行
計
画
の

進
捗
状
況
と
併
せ
て
検
討
す
る

あ
れ
か
ら
約
３
０
０
増
え
て
１
０
０
０

幾
ら
に
な
っ
て
い
る
。

　

国
は
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
宣
言
を
し
た
自

治
体
を
優
先
的
に
支
援
の
対
象
に
し
て

い
る
。
国
の
政
策
に
乗
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

支
援
体
制
に
入
っ
て
い
る
内
容
を
承

知
し
て
い
な
い
。
本
町
の
事
業
が
支
援

の
対
象
と
な
り
得
る
か
の
有
無
も
分
か

ら
な
い
の
で
調
査
す
る
。

質
問

①
先
回
の
質
問
か
ら
何
を
検
討
し
た
の

か
。
こ
れ
か
ら
の
検
討
と
い
う
の
は
お
か

し
く
は
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
検
討
は
新
年
度
予
算
に
向
け
て
だ
。

対
象
年
齢
や
医
師
の
判
断
、
助
成
金
額

等
を
検
討
し
て
予
算
に
盛
り
込
め
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

質
問

①
東
京
都
千
代
田
区
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
何
度
も
制
度
改
正
を
行
い
扱
い
易
い

内
容
の
更
新
を
し
て
い
る
。
静
岡
県
長
泉

町
は
役
場
の
職
員
が
発
案
、
平
成
24
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
町
長
の
強
い
決
意

を
求
め
る
も
の
だ
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
役
場
は
町
民
の
た
め
に
役
立
つ
場
所
で

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

会
計
年
度
任
用
職
員

CO2対策の一環～ＥＶ自動車～

質
問

①
以
前
に
一
般
質
問
を
し
た
が
、
町
長
は

﹁
い
ろ
い
ろ
検
討
す
る
﹂
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

来
年
度
の
予
算
措
置
は
。

②
同
じ
質
問
で
、
特
定
検
診
へ
の
対
応
に

対
し
て
は
﹁
調
査
を
し
て
対
応
が
出
来
る

よ
う
で
あ
れ
ば
対
応
し
た
い
﹂
と
の
答
弁

だ
っ
た
。
聴
力
低
下
は
生
死
を
左
右
す
る

リ
ス
ク
も
増
加
す
る
。
調
査
の
結
果
と
今

後
の
対
応
を
問
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
先
回
、﹁
将
来
的
に
は
﹂
と
の
気
持
ち

を
答
弁
し
た
。
少
し
時
間
を
頂
い
て
対
応

出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

②
近
隣
に
は
な
い
が
、
全
国
的
に
は
個
別

に
検
診
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
若
干

あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

　

独
自
に
実
施
す
る
場
合
は
検
診
機
関

の
確
保
等
の
実
施
体
制
の
整
備
を
初
め
、

精
密
検
査
機
関
と
な
る
専
門
医
の
協
力

体
制
が
必
要
で
あ
り
課
題
が
あ
る
。

補聴器購入助成

令
和
８
年
度
で
の
予
算
措
置
を

町
長
／
予
算
に
盛
り
込
め
れ
ば
と
考
え
て
い
る

進
捗
状
況
と
併
せ
て
検
討
す
る

川西　聡 議員
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質
問

①
新
庁
舎
の
協
議
の
進
捗
状
況
は
。
ま

た
、
町
民
の
意
見
の
集
約
の
予
定
は
。

②
旧
八
東
小
学
校
の
跡
地
の
活
用
は
。

③
郡
家
駅
前
駐
車
場
及
び
郡
家
駅
周
辺

の
活
性
化
と
町
長
の
構
想
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

　

災
害
に
強
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強

化
し
た
庁
舎
。

　

全
て
の
人
に
優
し
く
、
コ
ン
パ
ク
ト

で
機
能
的
な
庁
舎
。

　

住
民
が
気
軽
に
訪
れ
て
親
し
み
や
す

い
庁
舎
。

　

災
害
や
環
境
に
も
優
し
い
庁
舎
。

　

業
務
の
精
査
と
議
会
機
能
整
備
し
た

庁
舎
。

な
ど
検
討
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見

等
は
、
必
要
な
機
能
や
規
模
な
ど
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
、
意
見
を
伺
い
た
い
。

②
現
在
、
６
月
に
﹁
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
交
付
金
（
第
２
世
代
交

付
金
）﹂
の
交
付
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

い
る
。　

　

交
付
金
の
決
定
の
後
、
旧
八
東
小
学

校
等
あ
り
か
た
検
討
協
議
会
の
皆
さ
ま

や
八
東
地
区
公
民
館
運
営
委
員
、
八
東

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
関
係
集
落
の
区

長
及
び
公
民
館
長
の
方
々
に
、
施
設
概

要
や
事
業
計
画
を
説
明
す
る
予
定
で
、

利
用
者
の
意
見
要
望
を
設
計
に
反
映
さ

せ
、
よ
り
地
域
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ

る
施
設
づ
く
り
を
し
た
い
。

③
郡
家
駅
前
駐
車
場
の
整
備
は
こ
れ
か

ら
本
格
的
な
工
事
に
取
り
か
か
る
。

　

郡
家
駅
前
周
辺
整
備
は
、
立
地
適
正

化
計
画
の
中
で
の
検
討
が
望
ま
し
い
。

質
問

　

新
庁
舎
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等

の
時
期
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

今
の
段
階
で
い
つ
と
い
う
こ
と
は
、

差
し
控
え
た
い
。

森　亜紀子 議員

公共施設等

旧
八
東
小
学
校
の
跡
地
は

町
長
／
地
域
に
親
し
ま
れ
る

施
設
づ
く
り
を
し
た
い

質
問

　

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
行
政
の
支
援
が
必
要
に
な
る
。
本

町
の
取
組
を
伺
う
。

答
弁

吉
田
町
長

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
独
自
の
事

業
で
、
70
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
の
実

態
把
握
を
し
て
い
る
。

　

内
容
は
、
職
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し

生
活
状
況
の
確
認
や
、
支
援
が
必
要
か

ど
う
か
、
親
族
や
隣
人
な
ど
に
つ
い
て

聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

各
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
へ
繋
ぐ
取
組
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

や
介
護
予
防
教
室
な
ど
の
集
い
の
場
に

参
加
さ
れ
る
よ
う
、
普
及
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

質
問

　

地
域
で
の
き
め
細
や
か
な
見
守
り
体

制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
体
制
は
。

孤独孤立対策

本
町
の
取
組
は

町
長
／
普
及
啓
発
に
も
取
組
ん
で
い
る

答
弁

吉
田
町
長

　

令
和
６
年
度
、
70
歳
以
上
の
単
独
世

帯
、
高
齢
２
人
世
帯
が
８
４
０
世
帯
あ

る
。
包
括
の
方
で
だ
い
た
い
１
年
間
か

け
て
４
０
０
世
帯
を
回
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

いつまでも共に支えあうまちに向けて
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質
問

　

昨
年
の
12
月
定
例
会
で
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
一
般
質
問
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
効

果
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

令
和
7
年
3
月
に
1
台
購
入
し
、
福

祉
課
の
窓
口
の
ほ
う
に
設
置
を
し
て
い

る
。

　

現
在
ま
で
使
用
希
望
が
な
く
、
貸
出

し
の
実
績
の
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

効
果
は
、
福
祉
課
に
来
庁
さ
れ
る
方

は
、
健
常
の
御
家
族
が
代
理
で
来
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
利
用

が
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
高
齢
の
方
が

比
較
的
多
く
来
庁
さ
れ
る
本
庁
の
町
民

課
等
の
窓
口
に
配
置
し
、
利
用
状
況
を

検
証
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

社
会
の
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
難

聴
の
方
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
実
際
、

難聴者支援

補
聴
器
の
購
入
費
の
助
成
を

町
　
長
／
令
和
８
年
度
予
算
に

計
上
す
る
よ
う
に
進
め
て
い
る

高
齢
者
が
難
聴
に
な
る
と
、
人
や
社
会

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
が

ち
に
な
り
、
社
会
的
に
孤
立
す
る
可
能

性
も
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

町
の
健
康
診
断
で
聴
力
測
定
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

聴
力
測
定
の
実
施
は
、
現
時
点
で
は

難
し
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
。
事
業

団
と
も
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
人
の
確
保
、
静
か
な
環
境
の
確

保
が
難
し
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　

結
果
と
し
て
、
そ
の
事
業
団
の
皆
さ

ん
方
と
話
は
継
続
し
て
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
う
。

　

聴
力
の
低
下
は
、
心
理
面
や
認
知
面

の
低
下
に
も
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
機
能
の
維
持
や
低
下
の
予
防

は
、
フ
レ
イ
ル
の
み
な
ら
ず
、
閉
じ
こ

も
り
や
認
知
症
予
防
に
も
な
る
と
考
え

る
。

　

町
は
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
組
と
し

て
、
昨
年
度
か
ら
、
高
齢
者
の
た
め
の 中原　幸恵 議員

町民課に設置された軟骨伝導イヤホン

耳
鼻
科
受
診
の
目
安
が
分
か
る
、﹁
聞

こ
え
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
﹂
の
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
や
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
等
の
通
い
の
場
で
の
配
布
を
行

い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策

と
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

質
問

　

難
聴
に
な
る
と
、
耳
か
ら
脳
に
伝
達

さ
れ
る
情
報
量
は
、
極
端
に
少
な
く
な

り
、
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
難
聴
支
援
と
し
て
補
聴
器
の
活

用
は
大
変
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
が
補
聴
器
を
購
入

す
る
際
の
購
入
費
用
の
助
成
制
度
の
創

設
を
求
め
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

令
和
8
年
度
の
予
算
に
向
け
て
ど
う

い
っ
た
形
が
い
い
の
か
と
思
う
が
、
予

算
の
計
上
す
る
形
で
進
め
て
い
る
。
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防災減災

平
時
の
取
組
や
避
難
所
運
営

の
問
題
点
等
は

町
長
／
防
災
訓
練
や
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
だ

尾島　勲 議員

質
問

　

防
災
減
災
に
繋
が
る
平
時
の
取
組
、

防
災
マ
ッ
プ
の
機
能
、
防
災
教
育
、
避

難
所
運
営
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
町
長

及
び
教
育
長
の
見
解
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　
﹁
八
頭
町
地
域
防
災
計
画
﹂
に
あ
る
、

災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動
、
防
災
知
識

や
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
、
防
災
訓
練

の
実
施
、
食
料
物
資
の
備
蓄
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
行
い
、
自
宅
の
災

害
リ
ス
ク
の
軽
減
、
避
難
経
路
の
確
認

な
ど
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
防
災
学
習

会
、
町
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

児
童
生
徒
へ
の
防
災
教
育
は
、
各
学

校
で
安
全
教
育
年
間
計
画
に
沿
い
計
画

的
に
行
わ
れ
、教
科
学
習
で
、４
年
生
﹁
自

然
災
害
か
ら
く
ら
し
を
守
る
﹂、
５
年
生

﹁
自
然
災
害
を
防
ぐ
﹂
で
、
防
災
減
災
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

質
問

　

平
時
に
お
け
る
各
避
難
所
の
通
信
環

境
の
再
点
検
や
、
衛
星
通
信
環
境
の
整

備
が
今
後
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

話
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
が
、
今
の

と
こ
ろ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
公
式
シ
ス
テ
ム
を
来

年
度
実
施
予
定
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み

取
り
対
応
を
考
え
て
い
る
。

質
問

　

令
和
５
年
８
月
の
台
風
７
号
豪
雨
に

よ
り
、
指
定
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
下

私
都
地
区
福
祉
施
設
な
ど
へ
は
、
内
水

反
乱
に
よ
り
施
設
の
周
り
一
帯
が
水
浸

し
に
な
り
避
難
で
き
な
か
っ
た
。

　

避
難
で
き
な
い
指
定
避
難
所
が
実
在

す
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

２
年
前
は
突
発
的
な
こ
と
で
間
に
合

わ
な
か
っ
た
。
先
回
の
こ
と
を
教
訓
に
再

チ
ェ
ッ
ク
し
、
改
修
改
良
を
考
え
る
。

上峰寺橋を越流する私都川（R5,8,15）

質
問

　

防
災
マ
ッ
プ
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
表
示

し
、
過
去
の
被
災
状
況
や
被
災
体
験
を

今
後
の
防
災
減
災
に
繋
げ
て
は
ど
う

か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

令
和
８
年
度
、
現
在
の
防
災
マ
ッ
プ
を

修
正
す
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
過
去
の
事
例

が
見
え
る
こ
と
は
大
事
だ
。
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
反
映
が
で
き
れ
は
良
い
。

　

検
討
す
る
。

質
問

　

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
と

か
簡
易
型
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

は
、
小
学
校
高
学
年
や
中
学
生
は
取
組

む
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
が
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

学
校
現
場
が
ど
ん
な
見
解
を
持
つ
か

確
認
し
た
い
が
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
が
有
効

だ
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。

　

検
討
し
た
い
。

質
問

　

令
和
５
年
８
月
の
台
風
７
号
に
よ
る

豪
雨
災
害
で
は
、
町
内
初
の
警
戒
レ
ベ

ル
５
の
緊
急
安
全
確
保
が
発
令
さ
れ

た
。　

　

避
難
所
運
営
に
問
題
点
は
無
か
っ
た

か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

県
道
が
寸
断
さ
れ
、
物
資
の
運
搬
に

時
間
を
要
し
た
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
。

質
問

　

議
会
と
執
行
部
、
お
互
い
の
業
務
継

続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
は
繋
が
っ
て
い
る

か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

議
員
と
連
携
を
取
る
と
の
記
載
が
あ

る
。
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
て
、
目
的

は
一
緒
だ
と
思
う
。
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９
月
５
日
（
金
）
か
ら
18
日
（
木
）

の
14
日
間
の
日
程
で
、
第
７
回
八
頭

町
議
会
９
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
９
月
定
例
会
は
決
算
審
査
議

会
で
あ
り
、
今
定
例
会
に
お
い
て
は
、

令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て
決
算
審

査
を
行
い
、
そ
れ
を
い
か
に
し
て
令

和
８
年
度
当
初
予
算
に
反
映
さ
せ
る

か
と
言
う
、
と
て
も
大
切
な
議
会
で

あ
り
ま
す
。
皆
様
の
暮
ら
し
に
直
結

す
る
ま
ち
の
施
策
に
つ
い
て
、
今
後

も
慎
重
に
審
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
も
議
会
へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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勲
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再
生
紙
と
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
印
刷
し
て
い
ま
す

再
生
紙
と
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
印
刷
し
て
い
ま
す

※
議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
の
年
4
回
で
す
。

本会議はケーブルテレビで生中継しています
議会の傍聴をしてみませんか

なお、定例会の本会議はインターネット（ユーチューブ）配信もしています

議会、議会だよりに関するご意見、ご要望をお寄せください。
TEL		0858-72-3975　FAX		0858-72-2641（議会事務局） 八頭町議会

福本 揚子 さん
地元愛
　生まれも育ちも船岡で、町のことに出ずっぱりだっ
た父親の後ろ姿を見て育ちました。気がつけば私も父
と同じようなことをしています。「地元愛」のDNAは
確実に受け継がれているようです。動けば動くほど、
ますます地元八頭町が好きになっていく。そんな日々
です。

議会モニターさん紹介議会モニターさん紹介

議会への思い
　日頃から議会の存在は大きなものと認識しています。地
域活動をしている立場として、また税金を払っている一住
民の目線で、僭越ながらお役に立てればと思いますので、
どうぞよろしくお願いいたします。　

モニター会議の様子


